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※呼吸の機構：ｐＨによる調節

○炭酸塩反応

CO2 + H2O  HCO3
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○カルバミン酸反応

○ボ－ア効果

-NH3
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-   
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Hb⋅4O2 +nH+  Hb⋅nH+ + 4O2



★暮らしのなかの酵素

※洗剤の主成分

～セルラ－ゼ，プロテア－ゼ，リパ－ゼ，

アミラ－ゼ

※インフルエンザ～タミフル
（抗ノイラミニダ－ゼ）

ＨとＮ～ヘマグルチニンとノイラミニダ－ゼ



★産業における「酵素」の利用

※繊維：バイオポリッシング

※食品，飲料

※医薬品



○小テスト No.6

１．拮抗阻害と不拮抗阻害の違いを基質濃
度との関係で述べよ。

２．グルタミン酸側鎖が酸触媒として働くた
めには，極性環境と非極性環境とどちらが
適しているか。その理由も述べよ。


